
 
 

                        

                         

 

檜
山
地
本
で
は
、
こ
の
た

び
、
東
日
本
大
震
災
の
「
自

治
労
復
興
支
援
活
動
」
（
人

的
支
援
）
第
11

グ
ル
ー
プ

（
6
月
18
日
（
土
）
～
27
日

（
月
）
に
、
せ
た
な
町
職
の

河
原
泰
平
さ
ん
を
派
遣
し
ま

し
た
。 

 

こ
の
間
、
当
局
交
渉
等
ご

調
整
い
た
だ
き
ま
し
た
各
単

組
の
み
な
さ
ん
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

す
で
に
第
5

グ
ル
ー
プ

で
行
か
れ
た
成
田
さ
ん
（
上

ノ
国
町
職
）
、
伊
藤
さ
ん
（
江

差
町
職
労
）
の
時
と
体
制
が

変
わ
り
、
第
9

グ
ル
ー
プ

（
6
月
4
日
～
）
以
降
の
体

制
は
、
そ
れ
ま
で
15
人
で
3

班
（
一
つ
の
班
5
人
）
編
成

だ
っ
た
も
の
が
、
6
人
3
班

（
一
つ
の
班
2
人
）
体
制
へ

と
な
り
ま
し
た
。
河
原
さ
ん

が
行
か
れ
た
こ
の
第
11

グ

ル
ー
プ
も
同
様
に
、
6
人
編

成
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

6
月
18
日
（
土
）
、
午
前

10
時
17
分
函
館
駅
発
ス
ー

パ
ー
白
鳥
26

号
で
河
原
さ

ん
は
旅
立
ち
ま
し
た
。 

            

青
森
駅
か
ら
は
、
東
北
新

幹
線
は
や
て
128

号
に
乗
り

換
え
、
盛
岡
駅
へ
。
盛
岡
駅

で
は
第
11

グ
ル
ー
プ
の
他

の
メ
ン
バ
ー
と
合
流
し
、
そ

こ
か
ら
は
自
治
労
の
貸
し
切

り
バ
ス
で
移
動
し
ま
し
た
。

午
後
5
時
40
分
頃
宮
古
市

ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
（
宮
古
ホ

テ
ル
沢
田
屋
）
へ
着
く
と
早

速
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
、

自
治
労
北
海
道
本
部
の
担
当

業
務
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

河
原
さ
ん
の
担
当
は
、
山
田

町
に
お
け
る
、
仮
設
住
宅
に

関
す
る
こ
と
や
駐
車
場
の
位

置
案
内
配
布
、
番
号
杭
打
ち
、

カ
レ
ン
ダ
ー
配
布
な
ど
で
す
。 

河
原
さ
ん
の
支
援
活
動
任

務
を
終
え
る
ま
で
の
間
、
河
原

さ
ん
の
無
事
を
祈
り
、
檜
山
地

方
本
部
を
代
表
し
て
の
ご
活

躍
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 
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函館駅を出発する河原さん（6 月 18 日） 

 
山田町の現在の状況 



     

6
月
11
日
（
土
）
、
午
後

2
時
00
分
か
ら
乙
部
町
民

会
館
に
お
い
て
、「
２
０
１
１

年
度
檜
山
地
方
本
部
組
織
集

会
」
を
開
き
ま
し
た
。 

檜
山
管
内
各
単
組
・
総
支

部
及
び
道
本
部
、
自
治
労
共

済
、
共
済
議
員
な
ど
含
め 

42
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
集 

       

    

     

会
は
、
長
尾
地
本
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
で
始
ま
り
、
続
い
て
道

本
部
川
本
書
記
長
の
あ
い
さ

つ
、
大
島
組
織
部
次
長
か
ら
道

本
部
提
起
、
自
治
労
共
済
山
道

管
理
部
副
部
長
か
ら
は
、
自
治

労
共
済
へ
の
加
入
促
進
に
つ

い
て
の
詳
細
な
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

次
に
、
檜
山
地
本
か
ら
「
２

０
１
１
国
民
春
闘
中
間
総
括
」
、

に
つ
い
て
提
起
し
ま
し
た
。 

続
い
て
全
体
討
論
と
し
て
、 

各
単
組
・
総
支
部
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
発
言
が
あ
り
、
第
15
回

定
期
大
会
以
降
、
副
執
行
委

員
長
５
人
体
制
へ
と
移
行
さ

れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
こ
の

間
の
議
論
経
過
を
踏
ま
え
つ 

つ
、
組
織
の
充
実
・
地
本
の

指
導
強
化
を
求
め
る
意
見
な

ど
も
あ
り
ま
し
た
。 

ま
た
、「
職
能
評
議
会
・
女
性

部
・
青
年
部
の
あ
り
方
」
と

し
て
は
、
評
議
会
へ
の
対
応

が
単
組
段
階
で
厳
し
い
実
情

が
あ
り
、
ま
た
地
本
段
階
で

も
現
在
活
動
停
滞
気
味
の
感

は
否
め
な
い
も
の
の
、
職
種

に
応
じ
た
組
織
の
必
要
性
は

十
分
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

類
似
の
職
種
の
課
題
・
悩
み

の
共
有
、
そ
れ
に
対
す
る
問 

            
題
解
決
行
動
を
協
議
す
る
場

と
し
て
の
評
議
会
は
な
く
し

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。 

全
体
討
論
を
受
け
て
、
道
本

部
、
檜
山
地
方
本
部
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
答
弁
し
ま
し
た
。 

道
本
部
か
ら
は
単
組
の
負

担
軽
減
の
た
め
会
議
の
合
理

化
を
今
後
と
も
行
っ
て
い
く

こ
と
や
、
青
年
婦
人
部
活
動
に

対
す
る
助
言
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
地
本
か
ら
は
、
副

執
行
委
員
長
５
人
体
制
に
つ

い
て
、
今
後
検
証
・
討
議
を

重
ね
な
が
ら
充
実
さ
せ
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

職
能
評
議
会
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
当
面
、
各
種
評
議

会
で
向
こ
う
一
年
間
議
論
を

重
ね
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な

ど
を
述
べ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
萬
木
共
済
議
員
か

ら
、
こ
の
間
の
共
済
制
度
の
議

論
経
過
等
に
つ
い
て
説
明
が 

            

あ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
、
檜
山
地
本
か
ら

「
東
日
本
大
震
災
自
治
労
復

興
支
援
活
動
」
に
派
遣
し
た
、

江
差
町
職
労
・
伊
藤 

公
さ
ん
、

上
ノ
国
町
職
・
成
田
妃
佐
美
さ

ん
か
ら
、
避
難
者
の
受
付
対
応

や
、
夜
勤
対
応
な
ど
実
際
の
活

動
や
、
現
地
の
状
況
は
ど
う
で

あ
っ
た
か
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
か

ら
詳
細
な
活
動
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

 
全体討論に参加する伊藤副委員長（乙部町職） 

 
冒頭あいさつに立つ長尾執行委員長 

第５グループ集合写真（5 月 7 日ＢＣ前にて） 


